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　　カードになります　　　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
平
成
16
年
４
月

１
日
か
ら
カ
ー
ド
式
の
保
険
証
と
な
り
、
今
ま

で
一
世
帯
に
一
枚
発
行
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

世
帯
員
全
員
に
一
枚
ず
つ
発
行
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
自
宅
を
離
れ
て
大
学
等
に
通
う
学

生
や
、
一
時
的
に
遠
く
で
働
く
方
は
そ
の
ま
ま

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
便
利
に
な
り
ま

す
。

新
し
い
保
険
証
は
郵
送
で

届
き
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
、
３
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ

と
な
り
ま
す
の
で
、
４
月
１
日
か

ら
使
用
で
き
る
カ
ー
ド
式
の
保
険

証
は
３
月
31
日
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
。
期
限
切
れ
と
な
る
保
険
証
は
、

３
月
31
日
が
過
ぎ
て
か
ら
各
自
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
老

人
保
健
受
給
者
証
と
高
齢
受
給
者

証
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
処
分
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
国
保
税
を
完
納
さ

れ
て
い
な
い
世
帯
に
は
郵
送
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
届
い
た
ら
、
記
載
事

項
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
間
違
い
や
異
動
が
あ

っ
た
と
き
は
、
必
ず
国
保
医
療
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
自
分
で

勝
手
に
訂
正
等
す
る
と
無
効
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
従
来
の
保
険
証

に
比
べ
て
小
さ
い
の
で
、
紛
失
さ

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

転
出
、
社
保
加
入
の
場
合

は
必
ず
届
出
を
！

他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
り
、

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
は
、
忘
れ
ず
に
国
保
の
保
険
証

を
返
還
し
、
国
保
を
や
め
る
手
続

き
を
14
日
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
国

保
税
が
い
つ
ま
で
も
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と

き
は
、
退
職
者
医
療
制
度

が
適
用
さ
れ
ま
す

対
象
と
な
る
人

会
社
や
役
所
を
退
職
し
て
年
金

を
受
け
ら
れ
る
75
歳
未
満
の
人
と

そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
で
す
が
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
と
そ

の
扶
養
家
族
が
退
職
者
医
療
制
度

の
適
用
と
な
り
ま
す
。

・
国
保
加
入
者
（
今
か
ら
加
入
す

る
人
を
含
む
）

・
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
人

・
厚
生
年
金
な
ど
の
年
金
を
受
け

ら
れ
る
人
で
、
加
入
期
間
が
20
年

以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降
10
年

以
上
あ
る
人

扶
養
家
族
と
な
る
人

退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
と
も

に
し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
の
収

入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

る
次
の
人
で
す
。

・
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、

配
偶
者
と
３
親
等
内
の
親
族
、
又

は
配
偶
者
の
父
母
と
子

・
国
保
の
加
入
者
で
老
人
保
健
の

適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

・
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円
（
60

歳
以
上
又
は
障
害
者
は
１
８
０
万

円
）
未
満
で
、
被
保
険
者
の
収
入

の
２
分
の
１
未
満
で
あ
る
人

70
歳
に
な
る
と
高
齢
受
給

者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

70
歳
以
上
に
な
る
と
、「
高
齢

受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
、
医
療

機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の
自
己
負

担
割
合
や
自
己
負
担
が
高
額
に
な

っ
た
と
き
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
に
な
る
と

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

（
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
は
、
引
き
続
き
老
人
保

健
で
す
。）

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
支

払
う
自
己
負
担
割
合
は
、
所
得
に

よ
り
１
割
、
ま
た
は
、
２
割
と
な

り
ま
す
。

70
歳
に
な
っ
た
月
の
末
日
ま
で

に
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
翌
月
か
ら
医
療
機
関

の
窓
口
に
保
険
証
と
一
緒
に
提
示

し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。



一般世帯 780円
650円
500円
300円

住民税非課税世帯
低Ⅱ

90日までの入院
過去12ヶ月で90日を超える入院
低Ⅰ

３歳未満 ３歳以上70歳未満 70歳以上
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保険証が一人に一枚の　　　

入
院
し
た

と
き
の
食
事

代
は
、
他
の

診
療
な
ど
に

か
か
る
費
用

な
ど
と
は
別

に
、
標
準
負

担
額
を
負
担

し
、
残
り
は

国
保
が
負
担

し
ま
す
。
住

民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は

こ
の
標
準
負

担
額
が
以
下

の
よ
う
に
安

く
な
り
ま
す

の
で
、
窓
口

で
「
認
定
証
」

を
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

年
令
に
よ
っ
て
自
己
負
担
割
合

が
異
な
り
ま
す

※
68
〜
69
歳
の
方
で
県
や
市
の
老
人
医
療

●
制
度
に
該
当
す
る
方
は
１
割
ま
た
は
、

●
２
割
と
な
り
ま
す
。

※
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合

●
は
１
割
ま
た
は
、
２
割
と
な
り
ま
す
。

(

１
日
当
た
り
）

各地区の疾病分類別受診状況（Ｈ15年5月の受診状況）

平成15年５月中に国保加入者が入院や外来で医療機関にかかった疾病の中から件数の多いものを地区別のグ
ラフで表しています。自分の住んでいる地区はどんな疾病で医療機関にかかるのが多いのか参考にしてくださ
い。

入
院
時
の
食
事
代

低Ⅱ　同一世帯の世帯主及び国保の被保険者が住民税非課税の方
低Ⅰ　同一世帯の世帯主及び国保の被保険者が住民税非課税で、その
● 世帯の各所得が必要経費、控除（年金の所得は控除額を65万円
●　　として計算）を差し引いたときに０円となる方

年収例：単身世帯で年金収入のみの場合　65万円以下
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★
閲
覧
制
度

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
は
、
固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る

所
有
者
や
固
定
資
産
の
価
格
な
ど

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
登

録
内
容
を
、
所
有
者
や
借
地
借
家

人
等
の
方
に
確
認
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
無

料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

こ
の
閲
覧
期
間
は
通
年
で
す

が
、
無
料
期
間
（
期
間
外
は
一
回

４
月
か
ら
の
新
規
種
目

【
い
き
い
き
楽
さ
サ
イ
ズ
】

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
】

【
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
】
16
年
１
月
よ
り
開
催
中

【
太
極
拳
ス
ク
ー
ル
】

【
初
め
て
エ
ア
ロ
（
入
門
編
）
ス
ク
ー
ル
】

無
料
体
験
実
施
中

16
年
度
ス
タ
ー
ト
前
の
１
ヶ

月
間
を
皆
様
に
も
っ
と
本
ク
ラ

ブ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

３
月
中
の
１
ヶ
月
間
を
無
料

体
験
実
施
期
間
と
し
て
開
放
い

た
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
申
込
・
お
問
合
せ

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

21-
２
２
５
５

22-
０
４
９
８

３
百
円
）
は
一
年
に
一
回
だ
け
で

す
の
で
、
あ
な
た
が
所
有
し
て
い

る
固
定
資
産
等
の
確
認
を
し
て
い

た
だ
き
、
疑
問
や
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
本
人
以
外
の
方
が
閲
覧
す
る

場
合
に
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す

が
、
借
地
借
家
人
等
の
場
合
に
は
、

契
約
書
等
の
権
利
関
係
を
示
す
書

面
に
よ
り
委
任
状
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

無
料
閲
覧
・
縦
覧
期
間
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
（
閉
庁
日
は
除
く
）
・
税
務
室

窓
口
（
１
階
西
側
）

平
成
16
年
度
加
入
手
続
き
受
付
中
！

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
４
月
か
ら
16
年
度
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

ま
だ
、
更
新
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
や
、
新
規
に
入
会
し
た
い
と

い
う
方
は
市
営
体
育
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

エアロビクス

★
縦
覧
制
度

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
は
、
市
内
の
土
地
（
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）、
家

屋
（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
格
）
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
載
内
容

を
縦
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
納
税
者

の
方
は
他
の
固
定
資
産
と
の
価
格

等
の
比
較
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
縦
覧
期
間
は
一
年
に
一
回

だ
け
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ご

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
疑
問
や
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

※
縦
覧
対
象
者
は
市
内
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
で
す
。
本
人
以

外
の
方
が
縦
覧
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

同
居
の
親
族
は
、
聞
き
取
り
等
に

よ
り
確
認
で
き
れ
ば
、
縦
覧
が
で

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
室
固
定
資
産
税
係

（
内
線
１
５
７
・
１
５
８
）

平
成
16
年
度

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
！

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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婦人大学・老壮大学
学生募集

開講日程　4月22日（木）（開講式）・毎月１回開催

会 場 市民会館大ホール

学習内容

［午　前］ 書道・俳句・料理・切り絵・手芸・陶芸など

［午　前］ の各種研究会（５月～）

［午　後］ 講演（各界著名人の講演を予定）

［その他］ 観劇・移動学習等

学 費　年間 4,000円

申込期間 3月5日（金）～4月16日（金）

申込・問合せ 生涯学習推進室（内線223）

市中央公民館（市民会館 22-1121）

Shall
シ ャ ル

we
ウ ィ

dance
ダ ン ス

?
老壮大学にはいりませんか？

老壮大学では、学生みずからが企画、運営にあたり、毎月1回いろいろな講座を観たり、聞いたりし
て教養を高めています。
今年も、好評の社交ダンスとパソコンの教室を開催します。社交ダンスは全日本社交ダンス協会認

定教師の中村さんが一から教えてくれます。パソコン教室も専属の講師がいますので、初心者の方も
安心して習えます。とりあえず様子を見てみようという方も大歓迎です！老人クラブに加入されてい
る方なら誰でも入れます。いますぐお電話ください。

開　催　日 毎月第4金曜日　午前中　クラブ活動、午後　講座
会　　　　場 韮崎市民会館
年　会　費 2,000円
ク　ラ　ブ 書道、文芸、手芸、園芸、写真、華道、舞踊、囲碁、

読書、詩吟
教　　　　室 社交ダンス、パソコン
入学申込方法 各地区老人クラブ会長（又は市役所福祉室でも受付できます）
申 込 期 限 平成16年4月20日
申込・問合せ 福祉室高齢者福祉係　内線139

あなたの生きがい応援します

武田の里婦人大学
平成16年度 （第27期生）
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先
日
ゆ
ー
ぷ
る
に
届
い
た
ご
利

用
者
か
ら
の
手
紙
を
紹
介
し
ま

す
。『

約
20
年
来
、
夜
間
の
頻
尿
に

悩
ま
さ
れ
通
し
て
き
ま
し
た
。
一

夜
に
５
〜
６
回
か
ら
７
〜
８
回
、

一
睡
も
出
来
な
い
夜
も
あ
り
ま

す
。
医
者
に
行
っ
て
も
前
立
腺
異

常
で
は
な
い
と
の
事
。
睡
眠
剤
投

与
も
ほ
と
ん
ど
効
果
あ
り
ま
せ

ん
。
何
年
か
前
、「
韮
崎
の
あ
の

温
泉
に
入
っ
た
ら
お
し
っ
こ
が
遠

く
な
っ
た
よ
。」
と
知
人
が
言
っ

て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
試
し
に

行
っ
て
み
ま
し
た
。
入
っ
た
り

出
た
り
の
約
一
時
間
半
ほ
ど
浴

室
内
で
過
ご
し
ま
し
た
。
驚
い

た
こ
と
に
そ
の
夜
、
お
し
っ
こ

は
二
回
だ
け
で
し
た
。
大
変
な

驚
き
で
し
た
。
自
信
が
つ
い
た
、

と
も
ま
だ
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、

続
け
て
み
よ
う
と
決
意
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。
取
り
敢
え
ず
週

に
二
回
ぐ
ら
い
と
定
め
て
、
今

ま
で
に
４
〜
５
回
通
い
ま
し
た
。

以
前
は
夜
寝
る
の
が
憂
鬱
で
恐

怖
さ
え
覚
え
る
程
で
し
た
が
、

今
は
床
に
入
る
の
が
楽
し
く
思

え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

武
田
信
玄
が
隠
し
湯
で
傷
病

兵
を
癒
し
た
と
い
う
。
や
は
り
、

温
泉
の
効
能
を
知
っ
て
い
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
病
院
だ
、
医
者
だ
と
、

そ
ち
ら
へ
ば
か
り
今
は
心
が
向
き

ま
す
が
、
そ
の
病
気
と
そ
れ
に
見

合
っ
た
利
用
法
を
工
夫
す
れ
ば
、

医
者
の
手
に
負
え
な
い
病
気
だ
っ

て
克
服
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
ま
だ
、
数
回
の
利
用
だ
け
で
、

そ
の
効
能
を
胸
を
張
っ
て
言
え
ま

せ
ん
が
、
期
待
が
わ
き
始
め
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。』

(

甲
府
市
　
末
木
さ
ん)

日
頃
か
ら
「
ゆ
ー
ぷ
る
に
ら
さ
き
」
を
ご
利
用
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
し
て
い
た

だ
く
為
、
昨
年
４
月
に
料
金
改
定
を
行
い
、
利
用
者
数
も
順

調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
・

プ
リ
ン
タ
ー
に
・
・
・

市
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
、
市
内
各
地

区
公
民
館
11
カ
所
そ
れ
ぞ
れ
に
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

パ
ソ
コ
ン
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
し

た
。ぜ

ひ
、
町
内
会
の
会
計
事
務
、
文
化
祭
、
運

動
会
、
清
掃
活
動
等
の
資
料
づ
く
り
な
ど
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

宝くじの助成金は広く
社会に役立てられています。

　にらさき
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ゆーぷる　　

当
市
消
防
団
の
「
自
ら
の
地

域
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
郷
土

愛
護
の
精
神
に
基
づ
い
た
、
優

れ
た
消
防
団
活
動
が
認
め
ら
れ
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費

を
財
源
と
し
て
、
助
成
さ
れ
る

も
の
で
す
。

『
韮
崎
市
民
は
も
と
よ
り
、
県

内
外
か
ら
の
お
客
様
に
好
評
の
温

泉
施
設
で
、
私
も
開
設
以
来
の
常

連
客
で
す
。
プ
ー
ル
は
、
泳
ぐ
人
、

歩
行
で
治
療
や
体
力
づ
く
り
に
と

夏
冬
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
風
呂

の
方
は
、
サ
ウ
ナ
、
露
天
、
気
泡

浴
、
ま
た
、
温
度
差
も
あ
り
多
く

の
客
層
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
男

湯
女
湯
も
一
週
間
毎
に
交
替
さ
れ

る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
露
天
に

つ
か
り
な
が
ら
い
ろ
い
な
話
に
花

が
咲
き
、
風
呂
友
達
も
で
き
ま
し

た
。「
こ
の
湯
質
は
湯
布
院
の
次

に
い
い
だ
っ
ち
ゅ
う
よ
」「
こ
の

湯
で
足
が
す
べ
っ
た
だ
よ
」「
金

が
か
か
ら
ず
一
日
中
遊
ば
し
て
も

ら
っ
て
あ
り
が
た
い
よ
」
こ
ん
な

会
話
も
聞
か
れ
、
温
泉
効
果
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
解
消

で
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
大
き

く
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ゆ
ー
ぷ
る
感
謝
で
す
。』

（
韮
崎
市
富
士
見
町
　
田
中
さ
ん
）

温泉特性
湧出している源泉は、湧出口温度48.5の高温泉・ナトリ

ウム炭酸水素塩・塩化物泉
温泉効果
温泉熱や容存物質による温熱効果。身体の中に酸素や

栄養を多く取り入れ、老廃物等を体外に排出して疲労を
取る静水圧効果。
含食塩ー重曹泉のため、食塩泉系の保湿効果による

「温まる湯」重曹泉系の皮膚表面の軟化による「美人の湯」
を中心とした療養泉として極めて効能の高い温泉です。
開館時間
午前10時～午後9時まで（４月～9月）（入場時間は8時ま
で）
午前10時～午後8時まで（10月～3月）（ 入場時間は7時ま
で）
利用料金
市内利用者料金　大人　300円 中学生以下　200円
市外利用者料金　大人　500円 中学生以下　300円
浴室・ウォーターガーデンの両施設をご利用できます。

プール利用時はスイミングキャップの着用をお願いしま
す。
身体障害者の方は市内外を問わず半額となります。（受

付時に障害者手帳をご提示ください。）
休憩室
大広間（72畳）無料
個室（12畳）午前10時～午後７時まで3000円　午前10時
～午後２時まで2000円 ／午後３時～午後７時まで2000円
（１室ご利用につき上記金額となります。）

ゆーぷるにらさき　 0551-20-2222

寝湯・圧注湯・打たせ湯・サウナ（ウェット・ドライ）温
水・子供用プールと充実した施設でお楽しみ頂けます

ウォーターガーデン

消
防
団
に

夏
服
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
を
支
給
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貸出区画数 穂坂町　宮久保農園 3区画40m2・30m2 日の城農園 9区画30m2

貸 出 期 間 平成16年４月１日～平成17年３月31日（希望により翌年度も継続できます。）

貸 出 金 額 年額6,000円40m2

4,800円30m2

申 込 方 法　申込書（郵送可）による一般公募

応 募 資 格 農業者以外の方・市内、市外を問いません。

募 集 開 始 3月15日（月）

貸 出 決 定 申込み受付けにより随時

問 合 せ 先 農林室農務係（内線236・237）

貸し出し区画数は平成16年2月5日現在

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
Ⅱ
期
と

Ⅲ
期
が
本
年
度
よ
り
個
別
接
種
に

な
り
ま
し
た
が
、
未
接
種
の
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
指
定
医
療
機
関

で
お
子
さ
ん
の
体
調
の
よ
い
と
き

に
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
対
象
年
齢

Ⅱ
期
は
、
９
〜
12
歳
ま
で
（
推

●
奨
年
齢
　
９
〜
10
歳：

小
学
校

●
４
年
生
）

Ⅲ
期
は
、
14
〜
15
歳
ま
で
（
推

●
奨
年
齢
　
14
〜
15
歳：

中
学
校

●
３
年
生
）

推
奨
年
齢
の
間
で
接
種
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
対

象
年
齢
を
過
ぎ
ま
す
と
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
外
の
小
・
中
学
校
に

通
学
さ
れ
て
い
る
方
で
未
接
種
の

方
は
、
市
指
定
の
予
診
票
が
あ
り

ま
す
の
で
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

再
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
の
食
生
活
に
関
し
て
、

普
段
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
た
い
こ
と
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
電
話
で
も
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

家
族
み
ん
な
が
健
康
に
過
ご
せ
る

た
め
に
、
こ
の
機
会
に
栄
養
や
食

事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

お
問
合
せ

韮
崎
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
市
立
病
院
北
側
）

健
康
推
進
室
保
健
予
防
係

23-

４
３
１
０

食
生
活
で
疑
問
に
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

日
本
脳
炎
予
防
接
種
（
小

学
４
年
・
中
学
３
年
）
は
、

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

大自然の中で育てた野菜はおいしさ格別！
「韮崎市ふれあい農園」利用者募集
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韮崎の春の到来を告げる新府桃の花見会を開催
します。当日は、「親子桃の絵かき大会」、「桃のお
尻コンテスト」などユニークな企画で盛りだくさ
んです。
また、甘酒の無料サービスコーナーや、地元の

農産物の販売コーナー等もあります。春の一日ご
家族お揃いでお楽しみ下さい。
なお、交通渋滞が予想されますので、中央公園

からのシャトルバスをご利用ください。
日　　時 4月18日（日）
場　　所 新府桃源郷、新府共選場、新府城跡
内　　容 「親子桃の絵かき大会」、

「桃のお尻コンテスト」など

当日は、武田の里ウォークのゴールに
● もなっており、大変賑わいます。
問い合せ 商工観光室内「韮崎市観光協会」

22-1111（内線243）

http://www.kanko.city.nirasaki.yamanashi.jp

第10回　新府桃の花見会

諏訪高島城を出発地点に新府桃源郷までの50kmをナ
イトウォークする大会です。
開催日　　4月17日（土）～4月18日（日）
募集定員 先着500名（高校生以上）
参 加 料　一人3000円
申込期限 ３月25日（木）（定員になり次第締め切り。）
申込・問い合わせ

武田の里ウォーク実行委員会　22-8062
インターネットでのお申し込みは
http://www.sportsentry.ne.jp/

春のイベント

第４回武田の里ウォーク

登山ブームのきっかけになった山岳紀行集「日本百名山」の
山岳作家　深田久弥氏の遺徳を偲び、恒例の深田祭を行います。
深田久弥氏は、茅ヶ岳登山中に倒れ急逝、茅ヶ岳は深田氏終焉
の地として深田ファン、トレッキング愛好家のあいだで多くの
方に認知されました。今年で23回目を迎える深田祭に、県内は
もとより首都圏近郊から山岳愛好家がつどい、茅ヶ岳山頂を目
指します。茅ヶ岳はトレッキングコースとしては難易度が低く、
登山口から山頂まで２時間30分ほどの半日登山コースです。
地元韮崎の山「茅ヶ岳」にチャレンジしてみませんか？
碑前祭

日　時 4月18日（日）
午後2時～

場　所 深田記念公園

第23回　深田祭 春の武田の里まつり
「お新府さん」

新府藤武神社の祭典で、御輿の渡
御・神楽の奉納・民踊などが行われ、
出店と多くのひとで賑わいます。
日　時 4月18日（日）午前10時～
場　所 新府城跡
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犬
・
猫
の
糞
尿
に
よ
る
苦
情
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い

犬
や
飼
い
猫
の
糞
尿
を
処
理
す
る

の
は
、
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
公

共
の
場
所
が
、
心
な
い
飼
い
主
の

為
に
不
衛
生
に
な
っ
て
し
ま
い
困

っ
て
い
ま
す
。
犬
を
散
歩
さ
れ
る

際
は
、
必
ず
処
理
す
る
道
具
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
特
に
猫
は
、
戸

外
を
自
由
に
歩
き
回
れ
る
よ
う
に

し
て
飼
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

為
、
飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
広

範
囲
に
糞
尿
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

県
条
例
で
、
猫
の
飼
い
主
は
次

の
こ
と
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

○
糞
尿
を
適
正
に
処
理
す
る
こ
と

○
公
共
の
場
所
、
他
人
の
土
地
や

建
物
を
汚
し
た
り
、
壊
し
た
り
し

な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
す
る
こ

と
動
物
と
の
生
活
は
、
人
の
心
に

癒
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
他
人

へ
迷
惑
を
か
け
て
い
て
は
、
動
物

も
か
わ
い
そ
う
で
す
。
適
正
な
飼

育
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

本
市
の
水
環
境
を
守
る
た
め
、

市
内
全
地
区
全
戸
対
象
に
地
区
役

員
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
浄

化
槽
維
持
管
理
巡
回
指
導
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
浄

化
槽
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
維
持

管
理
（
清
掃
・
保
守
点
検
・
法
定

検
査
）
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
浄

化
槽
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
先
般
新
聞
等
に

も
県
下
の
様
子
が
載
っ
て
い
た
よ

う
に
、
浄
化
槽
維
持
管
理
に
対
す

る
認
識
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す

の
で
、
今
年
度
に
引
き
続
き
、
平

成
16
年
度
に
お
い
て
も
、
浄
化
槽

を
設
置
し
て
い
る
全
世
帯
を
対
象

に
浄
化
槽
維
持
管
理
巡
回
指
導
を

実
施
し
、
維
持
管
理
の
適
正
化
を

図
り
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

「
浄
化
槽
維
持
管
理
巡
回
指
導
」

の
際
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
よ
り
区
長
は
じ

め
衛
生
指
導
員
お
よ
び
役
員
の

方
々
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

犬
・
猫
の
飼
い
主

の
み
な
さ
ま
へ

はい。努力します（飼い主が）

浄
化
槽
維
持
管
理

巡
回
指
導

山
林
地
帯
や
河
川
敷
お
よ
び
自

己
管
理
地
を
中
心
に
、
一
部
の
不

心
得
者
に
よ
る
不
法
投
棄
が
目
立

ち
、
最
近
で
は
一
般
家
庭
ご
み
の

他
、
自
動
車
部
品
や
タ
イ
ヤ
な
ど

事
業
系
の
廃
棄
物
も
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

市
内
の
環
境
美
化
活
動
や
自
然

保
護
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
不
法
投
棄
は
根
絶
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
地
域
住
民
と
の
共
同
の

も
と
、
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活

環
境
と
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
知
ら
な
い
間
に
自
分
の

土
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
、
困
っ

不
法
投
棄

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
最
終
的
に
は
、
土
地
所
有
者

自
ら
が
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
自
分
の
土
地
は
自
分
で
守
る
」

が
鉄
則
で
す
の
で
、
不
法
投
棄
を

さ
れ
な
い
、
さ
せ
な
い
早
め
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
の
た

め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル

向
上
と
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

不
法
投
棄
の
現
場
（
左
写
真
）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！
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３
月
１
日
〜
３
月
７
日
ま
で
、
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う
！

現
在
、
エ
イ
ズ
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
の
不
足
か
ら
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
し
て
、
医
療
現

場
に
お
け
る
診
療
拒
否
や
無
断
検

診
の
ほ
か
、
就
職
拒
否
や
職
場
解

雇
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
拒
否
・

立
ち
退
き
要
求
、
入
園
・
入
学
や

登
園
・
登
校
の
拒
否
な
ど
、
社
会

生
活
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
人

権
問
題
が
お
き
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識

や
偏
見
を
な
く
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
が
偏
見
や
差
別
に
苦
し
む
こ
と

の
な
い
よ
う
正
し
い
知
識
を
も
ち

ま
し
ょ
う
。

主
な
感
染
の
し
か
た
は
、

①
感
染
者
と
の
性
行
為

②
感
染
者
と
の
注
射
器
・
針
の
共

●
用
（
覚
醒
剤
等
に
よ
る
注
射
器

●
の
回
し
打
ち
）

③
母
子
感
染
（
感
染
者
の
母
親
の

●
出
産
や
、
そ
の
母
親
の
母
乳
か

●
ら
）
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
性
交
渉
以
外
の
日
常

的
接
触
で
感
染
し
た
例
は
な
い
の

で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
エ
イ
ズ
患

者
を
恐
れ
た
り
避
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
が
偏
見
や
差
別
に
苦
し
む

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

人
権
っ
て
何
で
し
ょ
う

人
権
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、「
人
間
が
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生

き
て
い
く
た
め
の
権
利
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
人
権
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
生
命
や
自
由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活
を
支
え
て
い
る

大
切
な
権
利
で
す
。
ま
た
、
人
権
と
は
、
国
籍
・
性
別
・
出
身
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
期
を
迎
え
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
発
生
を

防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
春
と

秋
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
す
。
特
に
電
化
製
品
・
暖
房
器
具
等
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
、
防
火
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

●
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

●
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

●
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

●
宅
用
火
災
警
報
機
を
設
置
す

●
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

●
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

●
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

●
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

●
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

●
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

●
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

日
本
の
人
権
状
況

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
（
法

務
省
、
法
務
局
、
地
方
法
務
局
、

人
権
擁
護
委
員
）
の
受
理
し
た
人

権
侵
犯
事
件
数
は
、
こ
こ
数
年
、

年
間
１
万
６
０
０
０
件
を
超
え
る

高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
最

も
多
い
の
は
「
暴
行
虐
待
」（
高

齢
者
や
乳
幼
児
に
対
す
る
せ
っ
か

ん
や
暴
力
な
ど
）、
次
に
多
い
の

が
「
強
制
強
要
」（
家
庭
、
職
場

に
お
け
る
嫌
が
ら
せ
）
で
す
。
３

番
目
に
多
い
の
は
、「
住
居
の
安

全
に
対
す
る
侵
犯
」（
本
人
の
同

意
な
く
、
ま
た
、
法
的
手
続
き
に

よ
ら
ず
に
実
力
行
使
を
す
る
な
ど

他
人
の
住
居
の
安
全
に
対
す
る
侵

犯
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
７

２
年
（
昭
和
47
年
）
で
は
、「
住

居
の
安
全
に
対
す
る
侵
犯
」
が
最

も
多
く
、
次
い
で
「
強
制
強
要
」、

３
番
目
が
「
暴
行
虐
待
」
で
し
た
。

約
30
年
前
に
比
べ
て
、
特
に
「
暴

行
虐
待
が
増
え
て
い
る
な
ど
、
時

代
と
と
も
に
人
権
侵
犯
の
内
容
が

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

人
権
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢

者
・
障
害
者
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

等
・
犯
罪
被
害
者
・
外
国

人
・
・
・
そ
の
他
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
の
変
化

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
人

権
課
題
が
表
面
化
し
て
く
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
社
会
は
、
実
に
多
様
な

人
々
が
共
生
し
、
と
も
に
暮
ら
し

て
い
る
社
会
で
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
と
も
に
社
会
を
構
成

す
る
一
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
に
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。



ゴミの減量化にご協力をお願いします。

日
本
語
が
も
つ
情
緒
豊
か
で
味

わ
い
深
い
表
現
や
お
も
し
ろ
さ
な

ど
を
、
再
認
識
す
る
機
会
に
し
ま

せ
ん
か
？
多
数
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

３
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

韮
崎
市
民
会
館
４
階
大
会
議
室

内
容

「
日
本
語
の
豊
か
さ
・
お
も

●
　
　
　
し
ろ
さ
・
む
ず
か
し
さ
」

〜
丸
い
卵
も
切
り
よ
で
四
角
〜

講
師

山
梨
英
和
大
学
助
教
授

小
菅
健
一
氏

費
用

無
料

対
象

関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

●

た
で
も

●
児
相
談
）

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
調
整

申
込
方
法

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
み
ん

な
誘
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
入
場
無
料
・
申
込
不
要
・
席
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。）

日
　
　
時

３
月
27
日
（
土
）

上
映
時
間

午
前
10
時
〜
11
時
50
分
／

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

（
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
内
容

●
　
で
す
。）

場
　
　
所

市
民
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

上
映
内
容
　

「
ア
イ
ス
・
エ
イ
ジ
」
・

「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」

主
　
　
催

市
教
育
委
員
会
・
市
中
央
公
民
館

春
休
み
　
親
子
映
画
会

生
涯
学
習
推
進
室
社
会
教
育
係

（
内
線
２
２
３
）

み
み
・
は
な
・
の
ど
・

補
聴
器
の
無
料
医
療
相
談

山
梨
県
耳
鼻
咽
喉
科
医
会

０
５
５-

２
７
３-

９
７
６
５
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春
の
視
覚
障
害
者
相
談
会

お
子
さ
ま
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん

で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題
の
あ
る

子
ど
も
を
指
導
し
て
い
る
先
生
な

ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時

３
月
20
日
（
土
）

21
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

山
梨
県
立
盲
学
校

文
化
交
流
会
館
　

甲
府
市
下
飯
田
２-

10-

２

申
込
み

前
日
ま
で
に
電
話
で
申

●

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

月
〜
金
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　

担
当
　
酒
井
・
大
村

見
え
に
く
さ
を

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

韮
崎
市
で
は
成
績
優
秀
な
学
生

で
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
大
学
や
短
大
、
各
種
専
門
学
校

に
進
学
さ
れ
る
方
々
の
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

韮
崎
市
育
英
奨
学
金

学
校
教
育
室
　
内
線
２
１
３

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
少
し
で
も
不
安
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
言
語
聴
覚
士
の
資
格

の
あ
る
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
　
時

３
月
21
日
（
日
）
〜
22
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
　
所

県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野
１

●
０
０
９
）
乳
幼
児
教
育
相
談
室

対
象
児

０
歳
児
よ
り

相
談
内
容

①
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と

●
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
相
談

②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

●
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か

●
か
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
育

春
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」

と
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

ろ
う
学
校
教
育
相
談
・
乳
幼
児
教
室

０
５
５
３-

23-

１
３
７
８

FAX
０
５
５
３-

22-

６
４
１
９

市
中
央
公
民
館

「
市
民
教
養
講
座
」

市
中
央
公
民
館
　

22-

１
１
２
１

親
子
で
楽
し
め
る
映
画
を
上
映

し
ま
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
み

ん
な
で
楽
し
め
ま
す
。
友
だ
ち
や

資
格
要
件
　

平
成
16
年
度
大
学
・
短
大
・
各

種
専
門
学
校
に
入
学
す
る
者
／
学

業
及
び
人
物
が
優
れ
、
健
康
で
あ

る
者
／
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ

る
者
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

の
子
弟

貸
付
額

年
額
24
万
円
　
10
年
以
内
に
年

●
賦
返
済
　
無
利
子

申
込
期
限

３
月
20
日

第
49
回
「
耳
の
日
」
事
業
と
し

て
、
県
内
の
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

に
よ
る
無
料
医
療
相
談
を
開
催
い

た
し
ま
す
。（
難
聴
、
め
ま
い
。

耳
鳴
り
、
中
耳
炎
、
花
粉
症
、
声

帯
ポ
リ
ー
プ
な
ど
耳
鼻
咽
喉
科
に

関
係
す
る
も
の
は
何
で
も
結
構
で

す
。）
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

要
約
筆
記
（
話
さ
れ
て
い
る
内
容

を
そ
の
場
で
文
章
に
要
約
し
て
耳

の
不
自
由
な
方
に
伝
え
る
方
法
）

の
実
演
会
同
時
開
催

日
時３

月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所岡

島
百
貨
店
本
店
１
階

紅
梅
口
ホ
ー
ル
（
滝
の
前
）

山
梨
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー

０
５
５-

２
２
６-

３
３
６
１

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

「
検
察
審
査
会
」

内
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

０
５
５
２-

35-

１
１
３
１

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持

っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た

人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も

い
つ
か
は
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
の
主
な
仕
事
は
、

交
通
事
故
や
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
、
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例
年
、
春
先
か
ら
、
暴
走
族
の

活
動
が
活
発
化
し
、
深
夜
か
ら
早

朝
に
か
け
て
単
独
ま
た
は
集
団
で

爆
音
を
撒
き
散
ら
し
な
が
ら
走
り

回
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

暴
走
族
を
根
絶
す
る
た
め
に
は

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

こ
の
た
め
、

・
暴
走
族
を
知
っ
て
い
た
り
、
見

か
け
た
と
き

・
改
造
車
両
な
ど
が
置
い
て
あ
る

の
を
見
か
け
た
と
き

・
暴
走
族
が
集
ま
る
場
所
を
知
っ

て
い
る
と
き

な
ど
は
、
１
１
０
番
通
報
す
る

か
、
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
で
平
穏
な
交
通
社
会
実
現

の
た
め
「
暴
走
を
し
な
い
。
さ
せ

地
域
ぐ
る
み
で
暴
走
族
を

追
放
し
ま
し
ょ
う

警
察
本
部
交
通
指
導
課
　

０
５
５-

２
３
３-

０
３
７
４

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ

と
（
不
起
訴
）
に
つ
い
て
、
そ
の

処
分
に
不
満
で
あ
る
被
害
者
等
か

ら
申
立
等
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ

の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で

す
。審

査
申
立
等
に
つ
い
て
の
ご
相

談
又
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
い
。
見
に
行
か
さ
な
い
。」

を
合
い
言
葉
に
、
地
域
ぐ
る
み

で
暴
走
族
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
収
集

（
有
料
）
を
実
施
し
ま
す

環
境
室
廃
棄
物
対
策
係

内
線
１
２
２

場
　
所

韮
崎
市
役
所
駐
車
場

（
庁
舎
東
側
駐
車
場
）

日
　
時

３
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

時
間
厳
守

収
集
物

テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
冷

●

蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
の
４

●
　
　
　
品
目

処
理
費
用

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
及
び

運
搬
料
金
が
か
か
り
ま

す
。

※
本
来
購
入
し
た
お
店
で
処
理
依

●
頼
を
す
る
の
で
す
が
、
諸
事
情

●
を
考
え
、
市
で
も
収
集
対
応
し

●
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
（
処
理
方
法
は
他
に
も
あ
り
ま

●
す
の
で
環
境
室
ま
で
お
尋
ね
く

●
だ
さ
い
。）

家
電
４
品
目
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

○
テ
レ
ビ

２
８
３
５
円
〜
３
７
９
６
円

○
冷
蔵
庫

４
８
３
０
円
〜
５
８
８
０
円

○
洗
濯
機

２
５
２
０
円
〜
３
６
７
５
円

○
エ
ア
コ
ン

３
６
７
５
円
〜
４
７
１
５
円

運
搬
費
用
１
台
あ
た
り

○
テ
レ
ビ
　
１
２
０
０
円

〜
１
７
０
０
円

○
冷
蔵
庫
　
１
７
０
０
円

〜
２
７
０
０
円

○
洗
濯
機
　
１
７
０
０
円

○
エ
ア
コ
ン
　
２
７
０
０
円
　

（
価
格
は
全
て
税
込
み
で
す
。）

※
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
、
家

庭
用
電
気
冷
凍
庫
が
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
対
象
品
目
に
加
わ
り
ま

す
。

建
築
物
防
災
週
間
のお

知
ら
せ

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
建
築
物
防
災
週
間
」
で
す
。

平
成
13
年
９
月
の
東
京
都
新
宿

区
歌
舞
伎
町
の
雑
居
ビ
ル
火
災

は
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ

る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
建
物
を
良
好
な
状
態
に
保
つ

こ
と
や
、
防
災
に
対
す
る
高
い
認

識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

山
梨
県
は
東
海
地
震
な
ど
の
大

規
模
地
震
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

大
地
震
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
に

は
、
日
頃
か
ら
建
物
の
地
震
に
対

す
る
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

く
こ
と
や
、
耐
震
診
断
を
行
い
必

要
に
応
じ
て
補
強
を
し
て
お
く
こ

と
な
ど
が
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
建
物
に
つ
い
て

の
防
災
知
識
な
ど
を
知
り
、
建
物

の
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

環境衛生センターからお願い
環境センターから、ごみの分別を、強く地域住民の

皆様にお願いします。
特に可燃粗大物（ポリタンクや太い丸太等）や不燃

物が、一般の可燃物と一緒に捨てられ破砕機に引っか
かり、現場の作業員の手により除去される例が見られ
ます。
破砕機の損傷や現場の作業員を危険にさらすことに

もなりますので、必ず分別してお出しください。また、
各種スプレー缶やライター等が不燃物として持ち込ま
れ、爆発もおき、現場の作業員が対応に苦慮している
面も多く見られます。これらは別途収集となっていま
すので、分別していただき、他の物とまぜて出すこと
のないようにお願いします。
ごみを処理する現場の作業員の立場にたって、分別

を徹底していただけますようお願いいたします。

峡北広域環境衛生センター　 22-3437

日
帰
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

23-

１
９
１
９

場
　
所

小
海
リ
エ
ッ
ク
ス
ス
キ
ー
場

参
加
者

市
内
居
住
親
子
、
一
般

講
　
師
　
韮
崎
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

有
資
格
者

定
　
員

80
名

申
込
期
限

３
月
10
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締

●

め
切
り
ま
す
）

参
加
料

大
　
人
　
５
０
０
０
円

子
ど
も
　
３
０
０
０
円
　

（
バ
ス
代
、
リ
フ
ト
代

●
　
　
　
　
昼
食
代
、
レ
ッ
ス
ン

●
　
　
　
　
料
含
む
・
用
具
を
レ

●
　
　
　
　
ン
タ
ル
す
る
場
合
、

●
　
　
　
　
料
金
は
別
途
か
か
り

●
　
　
　
　
ま
す
。）

主
　
催

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・

韮
崎
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

開
催
日

３
月
21
日
（
日
）

内
　
容

親
子
ス
キ
ー
教
室

初
級
〜
上
級
ス
キ
ー
教
室
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夜
間
・
休
日
等
に
学
校
開
放
施

設
（
運
動
場
、
屋
内
運
動
場
）
の

利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
登
録

申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

登
録
申
請
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
に
あ
り
ま
す
の
で
、
３
月
22
日

（
月
）
ま
で
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
担
当
組
織
（
部

局
名
、
担
当
者
氏
名
）
⑧
外
部
協

力
者
が
あ
る
場
合
は
そ
の
名
称
　

②
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
企
画

●
書
（
次
の
事
項
を
始
め
と
す
る

●
具
体
的
な
企
画
内
容
を
記
載
）

①
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
名
称

②
対
話
の
主
な
テ
ー
マ
　
③
開
催

時
期
　
④
開
催
場
所
　
⑤
参
加
者

の
募
集
人
数
　
⑥
対
話
の
進
行
方

法
、
進
行
シ
ナ
リ
オ
の
概
要
　
⑦

特
別
な
企
画
等
が
あ
れ
ば
そ
の
内

容
　
⑧
開
催
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⑨
予
算
及
び
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ

数
（
予
算
に
つ
い
て
は
、
開
催
に

関
連
す
る
予
算
総
額
と
そ
の
う
ち

貴
団
体
で
負
担
可
能
分
を
記
載
）

⑩
開
催
に
伴
う
作
業
に
当
た
っ
て

の
政
府
と
の
役
割
分
担
（
会
場
確

保
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
当

日
受
付
、
会
場
整
理
、
片
付
け
等
、

貴
団
体
で
負
担
可
能
な
作
業
等
を

記
載
）
⑪
そ
の
他
重
要
事
項

◎
応
募
に
当
た
っ
て
の
注
意

①
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催

時
期
は
、
平
成
16
年
度
中
の
範
囲

内
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
対
話
の
テ
ー
マ
は
、
特
定
の
専

門
的
・
個
別
的
事
項
に
偏
っ
た
も

の
や
単
に
団
体
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る
も

の
で
は
な
く
、
幅
広
く
国
民
の
関

心
を
呼
ぶ
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

③
対
話
の
進
行
方
法
に
つ
い
て
、

〜
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
共
催
団

体
募
集
〜

小
泉
内
閣
で
は
、
大
臣
、
副
大

臣
な
ど
が
皆
様
の
街
を
訪
れ
、
皆

様
か
ら
直
接
意
見
を
聞
き
、
ま
た
、

皆
様
に
直
接
語
り
か
け
る
こ
と

で
、
様
々
な
政
策
に
対
す
る
国
民

の
皆
様
の
理
解
を
深
め
、
ま
た
、

国
民
の
皆
様
が
政
策
形
成
に
参
加

す
る
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め

『
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
を
全

国
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
開

催
に
、
や
る
気
と
熱
意
の
あ
る
団

体
を
対
象
と
し
て
、
共
催
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

◎
応
募
書
類
（
内
容
）

①
企
画
・
団
体
の
概
要

①
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
名
称

及
び
概
要
（
４
０
０
字
以
内
、
名

称
に
は
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
言
葉
を
盛
り
込
む
こ
と
）

②
団
体
の
名
称
及
び
法
人
格
の
有

無
　
③
団
体
の
住
所
　
④
団
体
の

連
絡
先
及
び
F
A
X
番
号
（
常
に

連
絡
の
取
れ
る
番
号
と
し
携
帯
電

話
は
不
可
。
電
子
メ
ー
ル
が
あ
る

場
合
に
は
ア
ド
レ
ス
も
記
入
）
⑤

最
近
の
団
体
の
事
業
・
活
動
内
容

の
わ
か
る
も
の
（
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し

て
い
る
場
合
に
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
記

入
）
⑥
代
表
者
の
氏
名
　
⑦
タ
ウ

み
ん
な
で
ひ
ら
く

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

韮崎市ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/

■ブリーズ・リサイタル「矢島豪　ミニ・コンサート」

◆3月6日（土）ＰＭ3：00開演　大ホール　入場無料・全席自由（入場整理券不要）
昨年８月に開催されたブリーズコンクール入賞の矢島豪によるピアノのミニ・

●●コンサート。矢島豪作曲「ブリーズ～銀河鉄道の丘」「ＧＲＥＥＮ　ＷＩＮＤ」
●●「窓辺の空間」ほか、「きらきら星」「グリーンスリーブス」など馴染みの曲も
●●彼のアレンジにより披露されます。
■にらさき寄席

◆3月7日（日）ＰＭ6：30開演　小ホール・全席自由　大人2,500円、学生1,500円
「ルックルックこんにちは」でお馴染みの三笑亭夢丸師匠が出演。江戸家まねき猫さんの「動物ものまね」も笑

●●えます。チケット発売中。主催：にらさきで落語を聞く会／（財）武田の里文化振興協会
■楊興新（ヤン・シンシン）胡弓コンサート

◆4月10日（土）ＰＭ6：30開演　小ホール・全席指定　全席5,000円
昨年9月リリースのニューアルバム「母への手紙」を中心に過去のアルバムから、素朴にたくましく生きる祖国の農

●●民達に捧げる「黄砂」、難病に伏す妻の回復を祈る「七夕伝説」などの楊興新のオリジナル曲、中国の伝統曲を織り
●●交ぜて演奏する感動のコンサート。チケット発売中。※６歳未満の未就学児の入場はご遠慮ください。
主催：星の基金実行委員会／（財）武田の里文化振興協会

韮崎市文化ホール・チケット情報

学
校
開
放
施
設
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
団
体
へ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
　

22-

０
４
９
８

な
る
べ
く
多
く
の
参
加
者
に
発
言

の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
も
の
と
し

て
く
だ
さ
い
。

④
開
催
に
伴
う
作
業
に
当
た
っ
て

は
、
で
き
る
限
り
積
極
的
な
参
画

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
応
募
先
及
び
方
法
　

郵
送
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
１
０
０-

８
９
１
４

千
代
田
区
永
田
町
１-

６-

１

内
閣
府
大
臣
官
房
タ
ウ
ン
ミ
ー

●
テ
ィ
ン
グ
担
当
室
「
共
催
団
体

●
募
集
係
」

※
応
募
期
限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

●
が
、
開
催
準
備
に
は
少
な
く
と

●
も
３
ヶ
月
程
度
要
し
ま
す
の

●
で
、
早
め
の
ご
応
募
を
お
願
い

●
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

内
閣
府
大
臣
官
房

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
担
当
室

０
３-

３
５
８
１-

１
５
５
６
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みんなの広場に、サークルやいろいろな活動など、紹介したいものをおよせ下さい。写真に紹介文を添え
て送って下さい。また、俳句、川柳などの作品も募集しています。

韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長
　
有
井
金
弥
）
は
、
市
民
と
ド

ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全
を
願
い
、

国
道
20
号
（
塩
川
大
橋
西
方
３
０

０
ｍ
付
近
）
に
高
さ
８
・
３
ｍ
幅

１
・
１
ｍ
の
交
通
安
全
塔
を
建
設

し
ま
し
た
。

交
通
安
全
塔
に
は
、
韮
崎
市
内

５
つ
の
小
学
校
５
、
６
年
生
か
ら

公
募
し
、
選
考
委
員
会
（
韮
崎
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
韮
崎
警
察

署
・
韮
崎
市
教
育
委
員
会
・
韮
崎

交
通
安
全
協
会
）
で
審
査
の
結
果

選
ば
れ
た
交
通
安
全
標
語
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
標
語
応
募
作
品

最
優
秀
賞

「
大
丈
夫
そ
ん
な
油
断
が
命
と
り
」

北
東
小
学
校
６
年
　
上
村
和
貴

「
帰
り
道
家
族
の
笑
顔
忘
れ
ず
に
」

穂
坂
小
学
校
６
年
　
横
森
浩
太
郎

優
秀
賞
　

韮
崎
小
学
校
生

「
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
ら
終
わ
り
　

事
故
発
生
」

６
年
　
久
保
田
真
希

「
助
手
席
の
私
も
し
め
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」

６
年
　
内
藤
未
菜

甘
利
小
学
校
生

「
パ
パ
や
め
て
よ
そ
見
酒
飲
み

国
道
20
号
に
交
通
安
全
塔
を
建
設

韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
故
の
も
と
」

５
年
　
大
芝
　
栞

「
ま
あ
い
い
や
そ
ん
な
気
持
ち
が
　

事
故
の
も
と
」

６
年
　
樋
口
　
愛

「
ゆ
ず
り
あ
う
勇
気
の
一
歩
が

命
を
守
る
」

６
年
　
元
木
千
恵
子

北
西
小
学
校
生

「
交
通
ル
ー
ル
み
ん
な
で
守
っ
て
　

ス
マ
イ
ル
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
韮
崎
市
」

５
年
　
内
藤
真
美
子

「
命
綱
運
転
す
る
時
カ
チ
ッ
と
ね
！
」

６
年
　
金
子
裕
也

「
わ
す
れ
る
な
左
右
の
か
く
に
ん
　

事
故
は
ゼ
ロ
」

６
年
　
山
本
将
平

北
東
小
学
校
生

「
こ
わ
い
の
は
急
ぐ
あ
な
た
の
そ
の
心
」

５
年
　
立
野
詩
織

「
わ
た
ら
せ
て
手
を
あ
げ
て
る
そ
の
人
を
」

６
年
　
大
芝
多
貴

穂
坂
小
学
校
生

「
気
を
つ
け
よ
う
！
心
の
油
断
で
　

事
故
ま
ね
く
」

５
年
　
今
福
孝
晶

「
ラ
イ
ト
付
け
相
手
に
知
ら
せ

事
故
防
止
」

６
年
　
石
川
　
遼

な
お
、
交
通
安
全
塔
は
韮
崎
交

通
安
全
協
会
へ
寄
贈
さ
れ
、
贈
呈

式
及
び
交
通
安
全
標
語
入
選
者
表

彰
状
の
伝
達
は
、
３
月
３
日
の
韮

崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
例
会
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
す
。

韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

〒
４
０
７-

０
０
１
５
韮
崎
市
若

宮
１-

３-

22
（
岩
下
方
）

22-

１
１
７
９
　
FAX
23-

５
７
５
５
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◎一般書

◆｢ニッポンの課長｣ 重松清　著

起死回生の「りそな」課長、雪印の苦情係課長、デパー
◆トの駅弁祭課長コンビなど、全国でがんばる21世紀のカ
◆チョーさん21人を応援するルポルタージュ。
◆ ｢底のない袋｣ 青木玉　著

穏やかな時間の中にこそ本当の幸せがある。65歳で初め
◆ての作品「小石川の家」を刊行、芸術選奨受賞した著者
◆が、深く優しい眼差しで捉える自然と暮らしと人間のこ
◆と。最新随筆33篇を収録。
◆ ｢オドオドの頃を過ぎても｣ 阿川佐和子著

いまや会うこともかなわぬ人への思慕、遠い日の傷心、
◆初めて読んだあの本、家族との思い出･･･。サワコの「オ
◆ドオド」な出会いの数々がここに甦る！はからずニヤリ
◆思わずクスリとしてしまう、絶妙の｢出会い｣エッセイ集。

★★★今月のだっこの会スペシャル★★★
３月17日（水）午前10時30分から　市民会館4階会議室
今月はスペシャル版でおとどけします。赤ちゃん絵本、わ
らべうた、赤ちゃんと遊べる身近な材料でのおもちゃ作りな
ど、もりだくさん！要申込みです。
★今月のおはなし会
３月27日（土）午後２時から　　　市民会館3階和室

★今月の朗読のつどいはお休みです
朗読ボランティアをして頂いている｢韮崎なみの会｣の発表
会が3月7日(日)午後1時30分から韮崎市文化ホールにて行わ
れます。ぜひご参加ください。

◎児童書
◆｢ぼくのしろくま｣
西巻茅子　絵　さえぐさひろこ　文
ぼくは、しろくまがだいすき。しろくまほしいなあ。

◆ねるときは、ふかふかのベットになってくれるし･･･。
◆そしたら、うちでペットを飼ってもいいことになっ
◆た！でもそれはしろくまじゃなくて、しろいねこで･･･。
◆｢ねがいごとをしてごらん｣
ティファニー・リースンほか作 やなぎだくにお　訳
こんなにもある、たのしいねがいごと･･･。難病にかか

◆って、努力だけでは夢が実現できない子どもたちの手
◆伝いをするためにつくられたボランティア団体「メイ
◆ク・ア・ウィッシュ」。その活動を知ってもらうために
◆生れた絵本。
◆「てん」
ピーター・レイノルズ作　絵　谷川俊太郎　訳
お絵描きなんて大きらい！苦しまぎれに描いたのは、

◆ちっぽけな「てん」ひとつ。そのちっぽけな「てん」
◆に隠された大きな意味を知って、ワシテは変わりはじ
◆める･･･。世の図画ぎらいを勇気づける楽しい絵本。

この他、たくさん入荷しています。予約にも応じます。

（図書館流通センター｢週刊新刊全点案内｣1358号より）

開館時間　午前９時～午後５時
★休館日のおしらせ
3 月 1 日（月）・ 8 日（月）・15日（月）・
12月20日（土）・22日（月）・29日（月）・
12月31日（水）

新 着 図 書

作
り
方

作
り
方

①
油
揚
げ
は
２
ツ
切
り
に
し
て

●
中
を
開
き
、
熱
湯
を
サ
ッ
と

●
か
け
油
ぬ
き
を
す
る
。

②
し
ら
た
き
、
生
し
い
た
け
、

●
人
参
、
ピ
ー
マ
ン
を
み
じ
ん

●
切
り
に
し
て
お
く
。

材料（4人分）
油揚げ　　 4枚
生しいたけ　　　 80g
しらたき　　　 80g
人　参　　　　　 40g
卵　　　　　　 3個
だし汁　　　 1カップ
醤　油　　　大さじ1
砂　糖　　　大さじ2
生　姜　　　　　少々
ブロッコリー　 200g
ソーセージ　 20g

一人当りの栄養価
エネルギー　241kcal
タンパク質　 18.3g
脂質　　　　　　1.3g
塩分　　　　　　1.8g

③
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
②
を
①

●
に
分
け
入
れ
、
よ
う
じ
で
口

●
を
留
め
る
。

④
鍋
に
だ
し
汁
を
入
れ
、
せ
ん

●
切
り
の
生
姜
と
調
味
料
と
③

●
を
立
て
て
入
れ
、
ゆ
っ
く
り

●
味
が
し
み
る
ま
で
煮
る
。

福
袋
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
添
え

(

高
脂
血
症
予
防
食
） No.12

福
袋
を
お
花
に
し
て
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
で

春
を
感
じ
る
一
品
に
し
て
み

ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
予
防

食
に
お
す
す
め
の
料
理
で
す
。

協
力
　
穂
坂
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

２
月
号
で
は
「
協
力
　
円
野
町

食
生
活
改
善
推
進
員
会
」
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、「
協
力
　
中

田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

＊郷土資料「武田氏研究」（武田氏研究会）が寄贈されました　　
（3～28号まで。1・2・5号は欠）。ご利用ください。
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子育て支援センターに
いらっしゃいませんか？

●子育てトーク（支援センター）

3月 3 日（水）ＡＭ10：30～11：30

●あそびにおいでよ（藤井保育園遊戯室）

ひなまつり会

3月 3 日（水）ＡＭ10：00～

●誕生会に参加しましょう（支援センター・藤井保育園遊戯室）

3月 9 日（火）ＡＭ10：00～

●子育て講座（支援センター）

「みんなで語ろう子育てについて」

3月12日（金）ＡＭ10：30～11：30

※講師　藤井保育園園長　上松喜代子

各行事の対象は、明記がないかぎり0～6才ま
での児童とその保護者です。

北東児童センター　 23 -5550
甘利児童センター　 23 -1535
北西児童センター　 22 -1775

保育園開放日は毎週水曜日
10：00～12：00

子育て相談（面談 8：30～12：00）
（電話相談 8：30～ 5：00）

お気軽にご利用下さい。
韮崎地域子育て支援センター
（藤井保育園内） 23-7676（FAX兼用）

パソコン教室（対象：小学生）
甘利　３月２日 14：30～16：30
北西　３月５日 14：30～16：30
北東　３月９日 14：30～16：30

おはなし会
北東　3月 4 日 10：30～11：30

北西　3月12日 10：30～11：30
甘利　3月18日 10：30～11：30

パソコン教室（対象：大人）
北西　3月 4 日 10：30～11：30
北東　3月10日 10：30～11：30

お楽しみ会（対象：小学生）
講師：實藤武美先生

甘利　3月23日 14：00～15：00
北西　3月24日 14：00～15：00
北東　3月25日 14：00～15：00

春休みビデオ映画会
北西　3月26日 14：00～16：00

親子で遊ぼう
「おえかき」

甘利　3月 2 日 ～ 5 日 11：00～
北西　3月 9 日 ～ 12日 11：00～
北東　3月16日 ～ 19日 11：00～

「おりがみ」
北西　3月 2 日 ～ 5 日 11：00～
北東　3月 9 日 ～ 12日 11：00～
甘利　3月 9 日 ～ 12日 11：00～

おはなし会　甘利児童センター
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13：30～

〜

〜
9 ：30

16：00

9 ：30

16：00

Health Information

Q．

い
び
き
が
ひ
ど
く
、
呼
吸
も
止
ま
っ
て
お
り
、
寝

●
苦
し
そ
う
だ
と
妻
か
ら
言
わ
れ
ま
す
。
夜
中
に
何
度
も

●
目
が
覚
め
、
昼
間
も
眠
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う

●
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

A．

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（S

A
S
；
sleep

apnea
syndrom

e

）
が
疑
わ
れ
ま
す
。
睡
眠
中
に
無
呼
吸
が
お

こ
る
病
気
で
す
。
仰
向
け
に
寝
る
と
咽
頭
周
囲
の
閉
塞

や
舌
根
沈
下
が
お
こ
り
、
呼
吸
が
止
ま
り
ま
す
。
10
秒

以
上
続
く
無
呼
吸
や
低
呼
吸
に
よ
り
血
液
酸
素
中
の
酸

素
濃
度
が
低
下
し
、
睡
眠
が
浅
く
な
り
、
熟
睡
感
は
な

く
、
日
中
ど
う
し
よ
う
も
な
い
眠
気
に
襲
わ
れ
ま
す
。

ま
た
心
臓
に
負
担
も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

中
年
の
男
性
で
、
顎
が
小
さ
く
、
肥
満
の
あ
る
方
に

多
い
よ
う
で
す
。
以
前
か
ら
い
び
き
が
あ
り
、
最
近
に

な
り
急
激
に
体
重
が
増
え
て
き
た
方
は
要
注
意
で
す
。

や
せ
て
い
る
男
性
や
女
性
で
も
扁
桃
腺
が
肥
大
し
て
い

る
方
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
患
者
数
は
約
２
０
０
万
人
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
治
療
を
受
け
て
い
る
の
は

約
３
万
人
で
す
。

診
断
は
睡
眠
中
に
呼
吸
の
動
き
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
検

査
で
行
な
い
ま
す
。
症
状
が
強
い
場
合
に
は
睡
眠
時
に

鼻
マ
ス
ク
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
装
置
（C

PA
P

）
を
つ

け
て
治
療
し
ま
す
。
軽
症
の
場
合
に
は
、
減
量
、
飲
酒

制
限
、
横
向
き
で
寝
る
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
つ
け
る
、

と
い
っ
た
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。

い
び
き
が
う
る
さ
い
と
悩
ん
で
い
る
方
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

韮
崎
市
立
病
院
　

内
科
　
池
田
　
フ
ミ

実　施　日 時　　間 備　　　考 会　　場

母 親 学 級
6 日（土）

12日（金）

9 ：00～ 初産婦：育児について

保健福祉
センター

（市立病院北）
( 23-4310)

9 ：00～ 経産婦：母乳・育児について

機能訓練教室 3月5・8・10・12・　
15・17・19・22・

すくすく教室 3月10日（水） 13：00～ 対象：H15年8月生まれ

3月の健康カレンダー

乳幼児の
健　診

教　室

健　診　名 対　象　児 健　診　日 受付時間 会　　場

4 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1歳6カ月児

2歳児（歯科）

3 歳 児

11月生まれ

4 月生まれ

8 月生まれ

2 月生まれ

2 月生まれ

H15年

H15年

H14年

H14年

H13年

9 日（火）

23日（火）

4 日（木）

3 日（水）

2 日（火）

1 日～15日生まれ
13:00～13:20
16日～31日生まれ
13:30～13:50

※上記の時間にこ
●られない方も
●14：00までに
●は受付を済ませ
●てください。

保健福祉
センター

（市立病院北）
( 23-4310)

持ち物
・各種健康手帳
・筆記用具
・教室に応じて体
操のできる服装

持ち物
・母子健康手帳
・バスタオル
・保険証
・印鑑

母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談 毎週月・金曜日 保健福祉

センター
（市立病院北）
( 23-4310)

実　施　日 時　　間 備　　　考 会　　場

育 児 相 談 19日（金） 要予約

健　康
相　談

持ち物
・各種健康手帳

接　種　名 対　象　児 接種日 時　間 会　場

ツベルクリン検査を受けた方は各２日後に反応を見ますので受診して下さい。時間・場所は同じです。

今月はありません

すくすく教室は、身体計測・離乳食の試食・栄養指導・保健師による保健指導です。

持ち物
・母子健康手帳
・問診票

予防接種

要
予
約

医
療
Q
＆
A
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群



3月 5 日（金） 武田の里婦人大学

閉講式　　　　　　PM 1 :30 市民会館

3月 9 日（火） 社放研ほほえみ　　PM 7 :30 竜岡公民館

3月 9 日（火） 社放研もみじ　　　PM 8 :00 藤井公民館

3月12日（金） 各中学校卒業式

3月16日（火） 社放研あすなろ　　AM10:00 市民会館

3月23日（火） 各小学校卒業式

3月23日（火） 移動県民相談　　　AM10:00～PM3:00

3月27日（土） 北巨摩合同庁舎（予約不要）

3月27日（土） 春休み親子映画会　AM10:00／PM1:30

3月27日（土） 市民会館
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祖母石・一ツ谷・合同福祉ま
つり

富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・
上の山

穂坂町権現沢・上の原・上今
井・原・長久保

穂坂町柳平・宮久保・鳥の小
池

韮崎市社会福祉大会

5

金

8

月

9

火

10

水

11

木

12

金

15

月

16

火

17

水

18

木

19

金

22

月

23

火

24

水

25

木

26

金

29

月

30

火

31

水

1

木

2

5

金

月

穂坂町日の城、三之蔵・三ツ
沢上・下・飯米場

藤井町全区

中田町・穴山町全区

静心寮

円野町全区

清哲町・神山町全区

旭町全区

大草町・竜岡町全区

祖母石・一ツ谷・水神町・1
～5 丁目・西町・天神町・若
宮町・旭町・日の出町・富士
見ヶ丘・中島町・高河原

富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・
上の山

穂坂町権現沢・上の原・上今
井・原・長久保

和楽路会

穂坂町日の城、三之蔵・三ツ
沢上・下・飯米場

穂坂町柳平・宮久保・鳥の小池

藤井町全区

中田町・穴山町全区

円野町全区

生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談。

子どもの教育など子育てに関する悩みの相談。

結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力します。

国や県、市の行政などについての相談。

学習・いじめ・不登校など学校教育に関する悩みや不安の相談。

『食』に関することで、心配なことや聞いてみたい事が
ありましたら、いつでも栄養士が相談に応じます。
（あらかじめ相談日時を電話予約して下さい。）
相談場所　保健福祉センター 23-4310

法律的な相談であればどんな内容でも可。1人30分6名
まで。3月の予約受付は3月10日・9：00～先着順。（電
話予約）

介護保険に関する悩み、相談。

心 配 ご と 相 談

子 ど も の 相 談

結 婚 相 談

行 政 相 談

学 校 教 育 相 談

市 民 栄 養 相 談

無 料 法 律 相 談

介 護 保 険 定 例
相 談 会

（要予約）
企画財政室

（内線322・323）

行事カレンダー

実施日 場　所 時　間

毎週月曜日 市 役 所 10‥00～15 ‥00

実施日 場　所 時　間

毎週木曜日 市 民 会 館 10‥00～16‥00

実施日 場　所 時　間

毎週
日・水・金曜日

結 婚 相 談 所
（ 市 民 会 館 3 階 ）
各地区相談所

9‥00～16‥00

実施日 場　所 時　間

第1～第3月曜日 市 役 所 13‥00～15‥00

実施日 場　所 時　間

毎週月・火・水曜日 市 民 会 館 9‥30～16‥00

実施日 場　所 時　間

毎月第2火曜日 保健福祉センター 9‥30～16‥00

実施日 場　所 時　間

25日（木） 市 役 所 13‥00～16‥00

市民憲章（昭和44年10月制定）
1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。
1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ（昭和43年10月制定）
市の木　こぶし

市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）
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こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率
一
○
○
％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市の人口（2月1日現在）
男　16,382人　女　16,784人　
計　33,166人　前月比　+21人
世帯数
11,875世帯　　前月比　+18世帯

みんなの医療費
市が2月に病院などに支払った医療費をお知らせします。
国民健康保険 119,480,651円（前月比　015.5％ 増）＊被保険者 1 人当り　13,929円
老人保健　　　230,337,423円（前月比　11.93％ 増）＊被保険者 1 人当り　52,421円
健康に気をつければみんなの負担（保険税）が軽くなります。医療費の節約に、ご協力くだ
さい。

◎ わが家の主役 ◎
写真を募集
しています！

◎ わが家の主役 ◎
写真を募集
しています！

わが家の主役

雨にも風にも
負けない元気な子に！

朋子（ともこ）ちゃん
平成14年12月8日生まれ

本町1-13-34

河住圭彦・恵さん長女

２月３日（火）情
報公開・個人情報保
護懇話会会長古井明
男氏より、韮崎市に
おける個人情報保護
制度のあり方につい
ての意見をまとめた
提言書をいただきま
した。

夫婦仲良く50年を迎えました

2月13日、市役所大会議室に結婚50周年
の金婚を迎えられた22組の夫婦の参加に
より「金婚夫婦を祝う会」が開催されま
した。会では市から祝詞や夫婦湯飲み茶
碗などの記念品の贈呈が行われました。
これからも夫婦仲良くお元気で。

1月29日、大草町若尾に住む伊藤登喜さんがめでたく100歳を
迎えられ、その記念にと、市から祝金が贈呈されました。健康
のために、本や新聞を良く読むことを心がけているそうです。
伊藤さんいつまでもお元気で！

100歳おめでとうございます！！

個人情報保護制度提言書を提出

右　情報公開・個人情報保護懇話会会長　古井明男氏

全員で記念撮影


